
　特別なことをする必要はありません。日常の中で「楽しい」「心地いい」と感じることに意識
を向け、行動してみましょう。

　例えば、
　・まちの緑や海を眺めながら歩いてみる
　・気になっていた場所に出かけてみる

　こうしたほんの些細な行動が幸せにつながり、結果として健康にもつながります。幸福を感じ
るためには、心だけでなく体の健康も欠かせません。だからこそ、健康のための行動を意識しな
くても、まちに出ること自体が知らず知らずのうちに健康につながる。そんなまちを目指してい
きます。まずは、自分にとっての「楽しい」「心地いい」を見つけて、できることから始めてみ
ませんか。
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私たちは何ができるか

まちの魅力を歩いて探す
「イネーブリングシティウォーク」　形原 4 区では地域の会館を拠点に、草取りや側溝の掃除を行う「お助け隊」、

イベントを企画運営する「しあわせの会」が活動しています。高齢化や少
子化、コロナ禍による交流の減少を背景に、「人と話す場がほしい」という
地域の声を受け、会館を起点に人のつながりをつくろうと、住民主体で活
動が始まりました。活動を通して、住民同士のつながりが広がり、会館を
利用する機会も大きく増えました。健康が大前提にあり、その上で人との
関わりがあってこそ幸せにつながる。そんな思いが活動を支えています。

会館を拠点に、人と人がつながる地域へ

　三谷小の 5 年生は、総合学習で SDGs やサーキュラーシティについて学ぶ
中で、「意識次第でどんな取り組みもウェルビーイングにつながる」という
ことに気付きました。そこで、「自分たちにできること」をテーマにアイデ
アを出し合い、段ボールや牛乳パックを再利用した「みんなが語るイス」を
作ることに。クラスや学年を超えて人が集まり、話ができる場所をつくりた
いという思いから生まれたイスです。
　はじめは自分や身近な人の幸せを考えていましたが、活動を通じて「もっと多くの人に喜んでも
らいたい」という思いが芽生え、子どもたちの視点は学校全体や地域、さらには社会へと広がって
います。

学びから生まれた「みんなが語るイス」
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と き　　　　  3 月 28 日 　午後 1 時 30 分～

※詳細は後日ホームページなどでお知らせ
土

「ヨリミチ」とは

まちの中にアートを点在させたり、ゲーム感覚で楽しめる仕掛けを

取り入れたりすることで、思わず寄り道して、自然と歩きたくなる

環境をつくるプロジェクトです。

　アートプロジェクト「ヨリミチ」を楽しみながら、市民会館周辺を歩きます。

イネーブリンシティウォーク

Ｎ

まちを実際に歩き、幸せに感じること
（ハッピー）と健康に感じること（ヘルシー）

をアプリに投稿します。

アプリの投稿からデータを収集し、まち
に増やすべきもの・減らすべきものを分
析します。
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これまでのイネーブリングシティウォークで
ハッピーなものとして投稿が多かったTOP10

草木の手入れ、歩道の整備、ベンチ、
アート etc…

これらを
まちづくりに反映

6広報がまごおり
2026 ● 2


